
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 現在、豚流行性下痢（PED）は、一部の県で散発的に発生が認められており、特に 9月以降の

数週間は複数の県で発生が認められています。 

過去２年においては、気温の低下する時期に発生が増加していることを踏まえ、特にこれから

の時期、ＰＥＤ対策を再確認し、発生を防ぎましょう。 

 

 

発生県 
初発事例

確認日 

発生

件数 

発症

頭数 

死亡

頭数 

茨城県 H27.10.1 2 1,450 0 

愛知県 H27.9.14 3 75 20 

三重県 H27.10.7 1 93 4 

宮崎県 H27.9.26 1 100 0 

合計 4 県 7 1,718 24 

 

 

 

 

 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 10 月 19 日                                

（通算第 2５６号）     

  問い合わせ先        

長野県庁園芸畜産課   

 電話 026-235-7232 

１ 豚導入時の対策 

導入時は可能な限り隔離し、２～４週間の健康状態の観察を行う 

２ ワクチン接種の励行 

  ２回接種を基本とし、２回目は分娩予定日２週間前に接種する 

３ 農場入り口やと畜場での衛生対策 

・タイヤを中心に車体の噴霧消毒を行う。 

・特に荷台が糞便で汚れているので、荷台の洗浄及び消毒を強化する 

・農場専用の履物と衣類を準備し、立ち入る際にはこれを着用する 

４ 飼養衛生管理の徹底 

・定期的な豚舎の洗浄及び消毒 

・毎日の飼養豚の観察を徹底 
 

下痢や嘔吐等の異常が認められたら、直ちに家畜保健衛生所に通報 

しましょう!! 

 

 

 

 
豚流行性下痢（PED）対策を再確認しましょう！ 

飼養豚の異状の

通報はこちらへ 

H27年９月以降の PED 発生状況 

＜対策のポイント＞ 
 
PED 防疫対策マニュア

ルに示された防疫対策の

徹底をお願いします！ 

PED発病の哺乳豚 
（動物衛生研究所 HPより） 

H25年 10月以降の PED 発生件数の推移 

毎週金曜日は 

“養豚衛生の日”です！ 
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